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（要約）

　平 成15年度 よ り 高校 の 教科 日 に 「福祉」 が 誕 生 し た。高校 福祉 科 の 誕 生 ま で の 経緯 を概観す る。教科福祉 は 、

高校福祉 科 を支 え て き た 教 員の 総 意 に よ っ て 当時 の 文 部 省 ・厚 生 省 に働 きか け創設 され た 科 目で も ある ともい え

る。高校福祉科は 介護福祉士 国家試 験受験 校 と福 祉 の
一

部 を取 り入 れ ホ
ー

ム ヘ ル パ ー2 級養成研修 を 取 り込 ん だ

学校 に分類 され る。高校 福祉 科 は教科 と して の 位置づ け が され ない 中で熱意あ る全 国高校福祉科教員が 望み 教科

「福祉」 を創出 した経緯 が あ る。そ こ に は 高校福 祉 科 の 実践 が 安上が りな介護福祉士 専門養成 で は なく多感 な 青

年期 に あ る 高校 生 が福祉 を 学ぶ意義に っ い て 考察す る。

（キー
ワ
ード）

　中 央 教育審議 会、高 齢化 社会、少 子 高齢社会、パ ラ ダイ ム の 転換、老 人 福祉 施 設、人 権教育、介 護福 祉 士 国 家 試 験

1 ．は じめに

　新教科 「福祉 」 は 高等学校学習指導要領解 説 「福祉編 」 に次 の よ うに述べ られ て い る 。

1’2
今 日 、 国際

化 、情報化や、科学技術 の 発展、環境問題 へ の 関心 の 高ま り、少子高齢社会 の 到来な ど、社会 の 状 況 が

大 き く変化す る 中で 、21世紀を 生 き る 人 材 を育 て る ため、豊 か な人間性 を育 （は ぐく）む と 同時に、
一

人
一

人 の 個性を生 か して そ の 能力 を十分に 伸 ばす 新 しい 時代 の 教育 の 在 り方が 問われ て い る 。
1996年

（平成 8 年） 7 月 の 中央教育審議会第
一

次答申 に お い て は 、これ からの 学校 教育 の 在 り方 と して 、「ゆ と

り」 の 中で 自ら学び 自ら 「考え る力」 などの 「生き る 力 」 の 育成 を基本 と し、教育内容 の 厳選 と基礎 ・

基本の徹底 を図 る こ と、一
人
一

人 の 個性を生かすた め の 教育を推進する こ と、豊 か な人間性た くま しい

体 を育む た め の 教育を改善す る こ と、横断的 ・総合的な指導を推進す るた め 「総合 的な学習 の 時間」 を

設 ける こ と、完全学校週 5 日制を導入 する こ とな どが提 言 され た。そ こ で 、1996年 （平成 8 年） 8 月 に 、

文部大 臣か ら教育課程審議会に対 し 「幼稚園 、小学校、中学校、高等学校、盲学校 、 聾学校及び養護学

校教育課程基準 の 改善 に つ い て 」諮問 を行 っ た。専門高校 の 教育内容等 に 関 して は、1997年 （平成 9 年）

5H に 、文部大臣 か ら理科教育及び産業教育審議会 に対 して、 「今後 の 専 門高校にお ける教育の 在 り方

等 に つ い て 」 諮問 を行 っ た。理科教育及び産 業教育審議会に お い て は 、産業界で 必 要とされ る知識や技

術 ・技能 の 高度化等 を踏ま え 、完成教育と し て の 職業教育 で は なく、生涯学習 の 視点 を踏ま えた教育の

在 り方や技術革新、国際化、情報化、少 子 高齢化等 に よる社会 の 変化や産業 の 動 向等 に適切に対応す る

た め の 新 たな教科 の 創 設を含 め た教育内容等 に っ い て 検討 を 進 め、1998年 （平成 10年） 7 月 の 答申 に お

い て 、専門高校に お ける教育の 改善 ・充実の た め の 視点 と し て、次の 6 点 を示 し た。

　   将来 の ス ペ シ ャ リス トと して 必要な専門性 の 基礎 ・基本 の 重視

　   　新教科 「情報 」 「福祉」 の 創設等、社会 の 変化や産業 の 動向等に 適切に対応 した教育の 展開
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　  生徒の多様な実態 に対応 し、生徒 の 学習 の 選択幅 を で きる限 り拡大 し、生徒
一

人
一

人 の 個性 を育

　　　て 伸ば し て い く教育の 展開

　  専門高校 と地域や産業界 との 問 の パ ー トナ ーシ ッ プ （双方向の 協力 関係）の 確立

　  生徒が専門高校卒菜後に学習す る 縦続教育機関 との 連携 の 推進

　  　各学校 の 創意工 夫を生 か した特色 ある教育 の 展開

　教育課程審議会にお い て は、中央教育審議会の 第
一

次答申をは じ め数次に わ た る答申や理 科教育及 び

産業教育審議会の 答申に留意しつ つ 、約 2 年に わた り審議を行 い 、1998年 （平成 10年） 7 月 に 答 申 した。

こ の 答申に お い て は、幼児児童生徒 の 実態、教育課程実施 の 状況 、 社会 の 変化な どを踏ま え っ っ 、完 全

学校週 5 日制 の ド、「ゆ とり」 の 中で 「特色 ある教育」 を展開 し、幼児児童生 徒 に 「生 きる力 1 を育成

す る こ とを基本的な ね らい と し、次 の 方針 に 基 づ き教育課程 の 基 準 を改定す る 」 と提 言 した。

　  豊か な人間性や社会性、国際社会に 生き る 日本 人 と して の 自覚 を育成す る こ とe

　  自ら学び、自ら考 える力を育成す る こ と。

　  ゆ とりの あ る 教育活動 を展 開す る中で 、基礎 ・基本 の 確 実 な 定着を 図 り、個性 を 生 か す教育を 充

　　　実す る こ と。

　  各学校 が 創意 工 夫 を 生 か し特色 あ る教 育、特 色 あ る 学校 づ く り を 進 め る こ と。

　こ れ らの ね らい に 基 づ き、教育課程 の 編成 、各教科、科 目等 の 構成 、内容、単位数等 の 改善方針 が 示

された。

　こ の 答 申 を踏ま え、1998年 （平成10年 ） 12月 14日 に 幼稚 園 教育要 領 、小 学校学習 指導要領 及 び中学校

学習指導要領を改訂 した の に 続 き、1999年 （平成 ll年） 3 月 29日に、盲
・
聾

・
養護 学校 の 学習指導要領

等 ととも に 高等学校学習指導要領 の 全面的な改定した 。高等学校学習指導要領は 、2003年 （平成15年）

4 月 1 目か ら年次進行に よ り段階的に適用する こ とと し て い る 。

　改訂 の 趣 旨は 、新 し い 高等学校 学習指導要領 にお い て 教育課程審議会 の 答 申を踏ま え 、自ら学び、自

ら考え る力な ど の ［生 き る 力］を育成す る こ と を 基本的なね らい と し、「総合的な学習 の 時間」 の 創設 、

普通教育に 関する教科 「情報」、専門教育に関す る教科 「情報 」 及び 「福 祉 」 の 新設 、卒業 に 要す る 修

得総単位数 の 改訂 をは じめ、各教科 ・科 目等 の 編成、単位数や 内容 の 改訂 を行 っ た もの で ある。

　高等学校 における教育課程 の 基準 に つ い て は、教育課程審議会の 答申 に お い て 、義務教育 の 基礎 の 上

に 立 っ て 、将来い ずれ の 進路を選 択する 生徒に も、最低限必要 とな る 知識や技能等 に っ い て は、ある程

度幅広 い 分野 に っ い て 学 ばせ る と同時に、能力 ・適性 、興 味 ・関心 等 が 多様化す る生 徒 に 対 し、将来の

進路を見据 え、個性 の 伸長 を 図 る こ と を一
層 重 視 した 教育を 展 開 す る た め 、選 択 の 幅 を

一
層拡大す る 必

要 が あ る こ と が 示 され た。さらに、各学校が教育課程 ヒの 特色 を
一

層発揮 し、そ の 編成
・
実施 上 の 工 夫

を 柔軟 に 行 え る よ うに す る必 要 が あ る こ と が 示 さ れ た。

　こ の 答 申を踏 まえ、新 し い 高等学校学習指導要領 に お い て は 、全 （す べ ）て の 生徒が 共通 に 学習す る

必修履修教科 ・科 目の 最低単位数を縮減 し、学校や生徒 の 選択 の 幅 を広げ、選択科 目や各学校が 独 自に

設 け る学校設定教科 ・科 目 の 履修 を通 し て 、生徒 の 興味 ・関心 、進路希望等に 応 じ、よ り深 く高度 に 学

ん だ り、 よ り幅広 く学んだ りす る仕組みを整 え、それぞれ の 能力を 十
一
分伸ばすこ との で き る教育の 展 開
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を 目指 して い る。

　教育課程帯議会 の 答申の 中で、職業に 関する各教科 ・科 目の 改善につ い て は、次 の ように 示 された。

（ア）　職業に 関する各教科 ・科 目

　職 業に関す る各教科 ・科 目の 内容 の 改善に つ い て は 、理科教育及び産 業教育審議会答申を踏ま えっ つ

検討 を 行 い 、次 の よ うに 改善す る こ とが 適 当で あ る と考 えた 。

　職業に関する各教科 ・科 目につ い て は、産業構造 ・就業構造 の 変化科 学技術の 高度化 、情報化 、国際

化、少子高齢化な どの 社会 の 変化や産業の 動向等に 適切に 対応する とともに 、生徒
一

人
一

人 の 多様な個

性を生 か す た め 、生 徒の 選択幅 を拡大する観点 に 立 っ て 、 次 の ような改善を図る 。 （a
・b は省略）

c 　高齢化 の 進展等に 伴 い 、介護福祉 士 な どの 福祉 に関す る人材 の 養成 の 必要性 に対応す る ため、教科

　　「福祉 」 を新た に 設 け る こ と とす る。

d　 高度情報通信社会に お ける情報関連人材 の 養成の 必 要性に 対応す るた め 、教科 「情報 」 を新たに設

　　ける こ ととする。

e 　 専門高校に お け る教育の 改善充実 を 図 る た め に は 、地 域や産業界 と連携 した 教育 を展開す る こ とが

　　重要で あ り、専門高校 と地域や産業界 と の 間に 双方向の 協力関係 （パ ー
トナ ーシ ッ プ）を確 立 し、

　　連携 し なが ら教 育活動 を展 開 で き る よ う改善を図 る 。 （中略）福祉に 関し て は 、次の よ うに 示 され

　　た。

（キ） 福祉 　近年、生活水準 の 向 上 にともな う健康 へ の 関心 の 高ま りや生活様式 ・意識 の 変化 によ り、

国民 の 福祉 ニ
ーズ は高度化、多様化す る と と もに 、著 し く増大 し て お り、高齢者 や障 が い の ある人 々 等

へ の よ りきめ細 か な介護サ
ー

ビ ス に対応 で き る専門的な知識 ・技術を有する 人材の 育成 と確保が 不可欠

とな っ て い る。

　障が い の あ る 人 々 に 対す る社会的自立 を支援す る取 り組 み は、政府全体 と し て 総合的
・
計画的 に進 め

られ て お り、そ の 重 点施策実施計画 で あ る 「障が い 者 プラ ン 」 に お い て は 、介護サ
ー

ビ ス の 充実 の ため

の 人材育成を図る こ とが極め て 重要な課題 とな っ て い る。

　又 、中央教育審議会 の 第二 次答申におい て も指摘され て い る とお り、高齢社会にお い て は、高齢者を

思 い や る 気持ちや い たわ る 気持 ちな ど、豊 か な人 間性 を育 （は ぐく）む 教育が
一
層重要 とな る と同 時 に

こ れ ら高齢者、障 が い の あ る 人 々 、と りわ け要介護高齢者 の 自立 を支援す る能 力や技能を持 っ た 人材 を

育成する 必 要性も
一

層高い も の と な っ て い る。

　 こ うし た状況 を踏まえ、福祉 関連業務 に 従事す る 者 に 必要な社会福祉 に 関す る基礎的 ・基本的な知識

と 技術 の 習得、社会福祉 の 理 念 と意義 の 理解 、社会福祉 の 増進 に 寄与す る 能力 と態度 の 育成 に 関す る 教

育体制を充実 し、こ れ らの 人材 の 育成を 促進す る た め 、専門教育に 関す る教科 「福祉 」 を設 ける こ とと

す る。

　教科 「福祉 」 は、社会福祉 に関す る基礎 的 ・基本的 な知識 と技術 を総合的 、 体験 的 に習得させ 、 社会

福祉 の 理念 と意義を理解 させ る と と も に 、社会福祉に 関する諸課題 を 主体的に解決し、社会福祉 の 増進

に寄与す る創造的能力 と態度 を育 て る こ とをね らい と し、次 の ね らい を持 っ た 7科 目で 構成す る。
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「社会福祉基礎」

社会福祉 に 関する 基礎的な知識 を習得 させ 、現代社会に お け る 社会福祉 の 意義や役割 を理解 させ る と

　と もに 、社会福祉 の 向上 を図 る能力 と態度を育て る こ とをね らい とす る。

「社会福祉制度 」

社会福祉 の 法制度、社会福祉施設 、 社会福祉サ
ービ ス 等 に関す る知識を習得させ 、社会福祉 の 現状 を

理 解 させ る とともに 、社会福祉 の サ
ービ ス の 向上 を図る 能力 と態度 を育 て る こ とをね らい とする。

「社会福祉援助技術」

　対人援助 に関す る知識 と技術を総合的 に習得させ 、援助技術における実践的な能力と態度を育て る こ

　とを ね らい とす る。

「高齢者 ・障が い介護」

　高齢者 と障が い 者に対す る理 解を深め、高齢者 と障が い 者 の 介護に関す る基礎的な知識 と技術を習得

　させ る と と も に、介護を適 切 に 行 う能力 と態度を育て る こ と を ね らい とする。

「社会福祉実習」

社会福祉に 関す る 基本的な知識 と技術を習得 させ 、介護 の 実際に 必要な能力 と態度を育て る こ と を ね

　らい とする 。

「社会福祉演習 」

　課題解決や事例研 究 な どの 学習を通 し て 、専門的な知識と技術 の 深化、総合化を図る とともに、問題

　解決 の 能力や 自発的創造 な学習態度を育て る こ とをね らい とす る。

「福祉情報 処 理 」

　社会に お け る情報化 の 進展 と福祉 サ
ービ ス の か か わ り に つ い て 理 解 させ る とともに 、情報を収集 ・加

　工 ・発信す る技術を習得 させ 、福祉の各分野 で 情報を活用す る能力 と態 度を育て る こ と をね ら い とす

　 る。

　　卒業後 の 進路に つ い て は 、高齢者や身体 障が い 者等の 福祉施 設 、在 宅介護サ
ー

ビ ス 等 の 福祉関連施

　設 ・産業、病院、児童福祉施設等 へ の就職、大学 ・短期大学等 の 社会福祉 系、保育系、看護等 の 学部 ・

　学科、専門学校等 へ の 進 学が考 え られ る。各学校 に お い て は 、地 域の 実情や生徒 の 進路希望等 に応 じ

　て、介護福祉士 、 ホーム ヘ ル パ ー
等 の 福祉 関連職業資格 の 取得や大学等 へ の 進学 に 対応 した 弾 力 的 な

　教育課程 を編成す るよ うに 工 夫する 必 要があ る。福祉 に つ い て は、以 上 の よ うな改善の 基本方針及び

　改善 の 具体 的事項 に 基 づ い て 新設 され た の で あ る。
3

2 ．高校福祉科の 設置の経緯

　福祉教科を取 り入 れた高等学校 は、大 別 す る と 2 つ に 分 け られ る。福祉 コ
ース 、あ る い は総合学科 に

み られる よ うな福祉類 系 と呼ばれ る学校と介護福祉 上 受験資格を有する学校 とに 大別 され る。 今後 は、

介護福祉士 国家試験受験有資格校 を福祉科 とい う分類をす る。先の 述 べ た よ うに新教科 「福祉」 で は科

目上   社会福祉基礎 、   社会福祉演習 は 必 修科 目 で あ る の で そ れぞれ の 学校を 取 り巻 く環境の もとで 教

科 目 を選 定 し介護福祉 士 国家試験受験有資格校 とす るか福祉科 日関連教科を学ぶ学校 とな る 。
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　全 国の 高校福祉科 と呼 ばれ る 高等学校 は 、 平成 12年 3 月 18日現在 で 347校 あ り 、 うち87校 が私 立 、260校

が 公 立 で ある。介護福祉 士 国家試験受験有資格校 の 学校 は109校、福祉科 目関連校 は238校 とな っ て い る。

又、高校福祉科 の 側 面 と しホ ーム ヘ ル パ ー
養成研修 指定校 に な っ て い る。ホーム ヘ ル パ ー養成研修 を 実

施 して い る学校数は 160校あ り、そ の うち87校が国家試験対応の 学校で あ る 。 1 級が公 立 37校、私学 16

校 で あ り 2 級 は 公 立69校、私 学25校、 3級 は 公 立54校、私学 8校 と なっ て い る。

　 　 　 　 　 　 　 　国家 試験 受 験 設 置校椎移

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

譲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2　　　 図 3 − 1　 平 成12年 にお け る福祉科の 設置動態
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　高校福祉科 の 誕生 は 、1987年 4 月 よ り学校法人城西学園鹿児島城西 高校 （鹿児島市薬師町）に開校 と

西 日本新聞 に 掲載され て い る。
4

内外教育1986年 9月 30日付 け に は、同年 岡 ［ll県教育委 員会 は 1987年開

校 の 県 立 吉備 北陵高等学校 に 生 活福祉系 の コ
ー

ス を設置す る。「福祉 」 「基礎看護 」 「看護基礎医学 」 な

ど、実習を伴 う18単位程度を履修させ る。教員は家庭、看護、社会科教員を有機的な体制を組ん で あた

る と し て い る。特別活動 に 「福祉 タイ ム 」 を設 け全校生徒に も実施 を考 え て い る。こ の 時点 で は、介護

福祉 士 国家試験を強 く意識 され て い な い が 来 るべ き高齢化社会 か ら少子高齢社会に向けた時代 を背景に

して い る。西 日本新聞には、「世界
一

の 長寿 国 日本 で 、高齢化社会の 到来多様化す る社会福祉問題 へ の

対応は国民的課題、福祉対象も、高齢者、心身障が い 者、年少者 も含め た社会 的弱者 と複雑多岐に わた っ

て い る 。 と こ ろ が、肝心 の 社会福祉 の 現場で は、中心的 な ス タ ッ フ 不 足 に悩ん で い る の が実情 。 」 と掲載

され て い る。少子 ・高齢社会 の 担 い 手 として の 基礎 づ くりを念頭 におかれ設置 された。内外 タイ ム ス に

は 、「社 会福祉 関連 業務 の 資格 は 取 れ な い が 、福祉 に 関す る 基 礎的 な 学習 を 通 じ、今後 の 福祉社会に 対

応で き る教養を身に付け させ た い 。福祉系大学や養成期間 へ の 進 学に も対応 で き る指導を行 う」 （教育

振興室） と掲載 され て い る。
1987年 「社会福 祉 士 及び介護 福祉 上 法 」 が制定 され た。こ の 介護福祉 ＋ 受

験資格取得方法 は 6 通 りの 方法 が ある 。 高校福祉科 の 介護 福祉 士 受験資格対応 の 学校 は、実務経験 3 年

に 準ず る者と し て 受験資格が 与 え られ る。 こ の 「社会福祉士 及 び介護福祉法 」 が 制 定され介護福祉＋ 国

家試験受験資格 が得 られ る こ とか ら 高校福祉科 が 全国 に 設 置 され て い く こ と と な っ た。

　 1987年 （昭和 62年） 4 月 、 静岡県 の 私立三島高等学校 は 家庭科 の 中 に 福祉 コ
ー

ス を設置 した 。 同校 は

1988年 （昭和63年）福祉 コ
ー

ス か ら福祉科 に 学科変更 して い る。高校福祉科 が そ の 産声 を上 げ た 時期 は

こ の こ ろ に 始ま る。こ の 背景 に は 1987年 （昭和62年） 5 月 26日 「社会福祉 上及 び 介護福祉 L 法 」 の 成 立

が 要因 と し て 挙げ られ る。同法 の 政令第 401号 ・厚 生省令 第49号第 21条 に より定 め られ た教科 ・科 目を

履修 ・修得すれば、高校 で 必 要な単位数を履修習得させ れ ば高校卒業と 同時に 「国家試験受験資格取得」

が認 め られ る こ とが 同年の 年末に わか る 。
18歳で介護福祉士 の 誕生 させ る こ とが で きた 。福祉に 関する

こ とが 中央教育審議会に答申 され て い くの は 1966年 （昭和 41年） 10月 31 日の 第20回、中央教育審議会審

議会後期 中等教育の 拡大整備に つ い て と題 し 「第 3 章、社会人 と し て 『社会福祉に 寄与する こ と の 中で

近代社会 の 福祉 の 増進 に は 、 社会連帯 の 意識 に 基 づ く奉仕 の 精神 が 要求 され る 。 』」 と記 され て い る 。 そ

の 後 1981年 （昭和 56年） 6 月 11日第 26回答 申中央教育審議会にお い て 、「第 5 章 、高齢期 の 教育にっ い

て ： 1 高齢化社会 の 進 行 と そ れ へ の 対応 、 2 学習 活 動 の 奨励 ・援助、 3 社会参加 の 促 進、4 高齢期

の 生 き 方 と 生涯教育の 中で は 『国民
一

人
一

人 が、高齢化社 会 の 急速 な進展 を迎 え、高齢期 をひ か え て そ

の 生 き方 を自ら考 え、それに対 して 備 える こ との 必要性 を自ら認識す る こ とが 重 要 で あ る。』」 と 報告 さ

れ て い る。私 た ち が 高齢 に な っ た と き の 生 き 方 と して の 生 涯 教育の 在 り方 の 視点 で 述 べ られ て い る。高

齢期に 見 られ る 「老 い 」 や 「病 」 「障がい 」 を持 っ た生 き方 に つ い て は 示 され て い な い よ うに思われ る。

む し ろ 健康 な高齢者 の イ メ
ージ が 強 い よ うに 思 わ れ る。す なわ ち年 を 取 っ て 老 化 して も健康 で あ り健康

を保 つ ために も人 と して の 生 きが い と し生 涯教育が打ち出 され た よ うに 受 け止 め られ る 。

　 1985年 （昭和60年） 2H19 日、理科教育及 び産業教育審議会 よ り答申が出 された。今 後新設 が 適 当と

され る 学科 と し て 、「電 子 機械科 」
・ 「国際経済科 」

・ 「農業経済科」 等 と と も に、国民 の 福祉に 対す
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る多様なニ
ーズ に応え るため、福祉 関連業務 に従事する入材 を育成する 「福祉科」 な ど の 設置 に つ い て、

地域の 実情等も踏まえな が ら検討 を行 っ て い く必要 が あ る と し て い る。1985年 （昭 和 60年） 5 月 に 文 部

省は 、 産業教育の 改善に関する 調査研 究協力者を委託 し、「職 業学科 の 改 善 ・充実 」
・ 「教育課程 の 多

様化 ・弾力化 」
・ 「職業教育 に関す る諸 条件 の 改善」 の 三 つ の グル

ープ に 分け、調査研究を進め、「福

祉科 」 設置 に つ い て は
，

「職業学科 の 改善 ・充実 」 グル ープ の 下 に 開催 され た 「福祉科部会」 におい て

具体的な調査 を実施 した 。1987年 （昭和62年 ） 2 月 19日、理科教育及び産業教育審議会は 、高等学校に

お ける今後 の 職業教育 の 在 り方 に つ い て 答申して い る。経済社会の サ
ービ ス 化 ・ソ フ ト化や国際化 に 応

ず る た め の 新 し い 学科 と し て
、 国民福祉 に 対する多様な ニ ーズ に応え る た め、福祉科関連業務に従事す

る 人材を育成する 「福祉科」 の 設置 にっ い て 、地域 の 実情を等 も踏まえなが ら検討を行 う必 要があ る。

こ の 理 科教育 及 び 産業教育審議会 の 答申を 見込 ん で 高校福祉科 の 動向が 活発 になる こ ととな る 。

3 ．高校福祉科の全 国組織化 と新教科福祉

　高校福祉科 に は、介護福祉 士 国家試験受験対応 の 学校 と福祉関連科 目の
一

部 を 取 り入れ た コ
ー

ス が あ

る。又、最近は総合学科 の 中 で 福祉科 を取 り入れた学校 も存在する 。 1988年 （昭和63年）に は、静岡県

の 三 島高校が 、全国 に先駆け て 第
一

回介護福祉 士 国家試験 を受験 し合格 率 は 高 い も の で は なか っ た。年

4 月 に は 北海道で は 最初 の 福祉科 で ある私 立 函館 大妻高等学校に福祉科 が設置 され る。 1990年 （平成 2

年）第 二 回 の 介護福祉 士 国家試験 を受験 し合格率 は 高くは なく、高校生 に は難 しい 試験で ある様相を呈

し て き た。 こ の 年 の 4 月 に は 公 立 高校 に 「福祉 関連学科 」 の 3 校 が誕 生す る。兵庫県立新宮高等学校

「福祉科」、岩手県 立
一

関第 二 高等学校 「福祉教養 学科 」、北海道 村 立留寿都高等学校 「農業福祉 コ ース 」

の 3 校が誕 生 し こ の 年、東洋大学の 和 田 要 氏 の 調査 が あ り 「高校福祉科 の 現状 と課題 を考察す る 」 がな

され て い る。翌年 の 第 三 回介護福祉 士 国家試験を受験 し合格率は低い な が ら も昨年の 3 倍 の 合格率を出

し た。1991年 （平成 3 年）4 月 19日に第29回答 申中央教育審議会審議会答 申と して 「新 しい 時代 に 対応す

る教育 の 諸制度 の 改革 につ い て 」 第 1節 ：学校 ・学科制度 ； （1 ）学科制度の 再編成 （職業学科の 再編成）

に お い て 「職業学科 に つ い て は 、 現行 の 学科 区分が社会経済の 進展に 必ず し も十分に 対応 し て い ない 面

も見 られ 、又固定的な学科区分意識 の 中で学科 の 枠を越えた複合的な教育内容 を実施する こ とも困難と

な っ て い る。こ の た め 、情報化、国際化 、高齢化、サ ービ ス 経済化等、今後 の 我 が 国 の 産業 ・就業構造

の 変化 によ り適切 に対応 で き る よ うに 学科制度を再編成 し、例えば、新た に情報、厚生、観光 に 関す る

学科 （仮称）な ど を 制度的に 加 え る こ と が 必 要で あろ う。」 と提言 が され る。 こ の 提言 の 中で は 「福祉 」

で は な く 「厚生 」 とい う表現 に な っ て い た。こ の 当時 は 広 く 「福祉科」 あ る い は 「福祉 コ
ー

ス 」 とい う

表記 が されず 「厚 生 」 とい う名称が使われ た要因はわか らな い
。 こ の 当時、国家試験対策は 各校の 共通

課題 で は あ り、そ の 取組み は 手探 りの 状態に あ っ た。1992年 （平成 4 年） 3 月 、家庭部会北海道大会 が

開催 され道 立 釧 路星園高等学校 「教養福祉科」 の 取 り組 み実践報告が され て い る。福祉は家庭 の
一

部 と

し て位置付 けられ た。それ は家庭科 の 今後 の あ りよ うを模索する意図が十分に含ま れ て い た よ うに考え

る こ とが で き る。さらに 1993年 （平成 5 年）7 月 か ら1994年 （平成 6 年）1 月 に か け て 日本福祉大学の 高

橋
・
伊藤両 氏 の 調査 「全 国高校福祉科 の 実態を紹介」が なされ る。

51993
年 （平成 5 年） 11月 26日、平成
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3 ・4 ・5 年度 文部省研 究開発学校 指定研究発表会 、埼 玉 県 立 不動 ヶ 岡誠和高等学校 （埼玉県春 日部

市、「ホ テ ル カ ス カ ベ 」）に おい て 当時全国 に 散 ら ば っ て い る 高校福祉科の 先生方が集め る きっ か けとな っ

た 。 先駆 的に進 まれ て い る学校 にお い て も多様な課題 を抱え て の 手 探 りの 状況 に あ っ た。先進高校福祉

科への 学校見 学 に お い て も実習室 の 写 真撮影を 拒 否 され 状況 に あた り先進 校 と呼ばれ る学校に お い て さ

え閉鎖的で あ っ た 。 又 先進校は 、 設置を検討す る学校見学に 目常 の 業務以外 の 対応に追わ れ る状況 で も

あ っ た。 こ の よ うな状況 の 中で 全国 の 先生方に 広報 し平成 3 ・4 ・5 年度 文部省研究 開発学校指定研

究発 表会、埼 玉 県 立 不動 ヶ 岡誠和 高等学校 に 参集 し、全 国福祉 系高等学校連絡協議会 （仮称）の 設 置し、

10点の 問題点を検討課題 と し協議会 を発足す べ く動 き出 したわけ で ある。そ の 内容は 、  学科 の 位置付

け   専門 科 目 と教科書   試 験制度   介護 福祉 士 国家資格   指導者   進 学問題   就職 問題   社会

福祉実習   研修   連絡組 織 の 問題 で あ っ た が今 日の 抱え る 問題 点を含み つ つ も解決す べ き課題 の 方 向

性 を見 い だ し て い る。こ の 内 5 点 （  学科の位置付け  専門科 目 と教科 書   指導者   進学 問題   就

職 問題   社会福祉実習   研 修） は 新教科 「福祉 」 に 反映 され て い る。こ こ に新教科 「福祉」 の 源流を

見 られ る意味 は非常 に 大き い
。 全国福祉系 高等学校連絡協議会 （仮称）の 設置 は、同校で行われ た 。 第

2 回 研究 開発学校実地調査概要 （1993年 9 月 30 日）の 質疑応答 の 中で 「校長会 の 中で の 組織 づ くり」 に

つ い て 質疑応答 され て い る。
6

福祉科は学科 の 位置付 けが不明 で あ り、 そ の 名称 も様 々 で あ っ た。家庭

に 関する科 目、看護に 関する科 目、そ の 他 の とこ ろもある。看護校長会や家庭科部会 の 福祉部会と い う

よ うに校長会が 不 明 確 で あ る。研究会 は 任意団体で あるの で 埼玉 不動 ヶ 岡誠和高校が文部省に 近 い の で

埼 玉 不動 ヶ 岡誠和高校に 期待 され る こ とが望 まれ た よ うで あ る 。

7
こ れ を受 け た 形 で 埼 玉 不動 ヶ 岡誠 和

高校の 加藤建校長の 助言 もあ り全国福祉系高等学校連絡協議会 （仮称）が 設置 され た 。 こ の会に先駆 け

1994年 3H に 埼 玉 県 立 不動 ヶ 岡誠和高校校長加藤建 に よ る　「高等学校社会福祉科等 に 関す る 調査 」 が

行われ全国 の 高等学校 に お い て福祉科を設置 し て い る学校数等 の 基礎 的調査 がされた。 こ の 結果 を基に

1994年 6 月 に 同会 は 代表者 を松本寿子 （静岡県 三 島高等学校教諭）、保住芳美 （岡 山県ベ ル 学園教諭）、

池 田延 巳 （北海道函館 大妻高等学校教諭） 司会、矢幅清司 （岩手 県立
一

関第二 高等学校 教諭） に よ っ て

動 き出 した。私学 3 名、公 立 1名の構成で あ っ た 。 松本は 全 国の 高校 で 福祉 コ
ー

ス と して 先駆 けて 学科

を 立 ち 上 げ に か か わ り、介護福祉
．
【：国家試験等 々 の 福祉科運 営全 体の 流れ を把握 され て い た。保住は看

護の 教員で あ り看護科校長会 の 動静 に精通 され て お り援助技術系 （医学 ・看護） の 科目 に精通 して い た 。

池 田は同校福祉科 の 設置に あ た り、全国の 福祉 系高校が非常に閉鎖的 で あ っ た と報告 を受け て い た。福

祉科設置 に 関す る 教員 の 資質 ・設備 ・備品 ・テ キ ス ト等々 の 課題 に精通 して い た。池 田 は 、同校福祉科

の課題は 全国の 福祉系 高校 の 共通課題 と認識 し会の 調整役 と し積極的 に 活動 され た 。 矢幅 は 福祉 系大学

卒 で 社会福祉全般 に対す る専門的知識や技術 と公 の 調整役 として そ の 手腕 を発揮 され た。同会は私 学主

導 で あ り 「私学の 先駆 的な役割」 を果た して い た。と同時 に 各校 の 福祉科課題 は 、全国 の 課 題 で あ る と

認識 され て い た こ とが大きか っ た。特に三 島高等学校は他校か らの 見学者 が多 く松本 は 「問題意識 の 共

有化 の 必 要性 への 認 識」 を強く実感 して い た。1993年度 には福祉科が 開設 され て い る高等学校は 公 立 13

校、私学 19校、合計32校で あ っ た 。 高校福祉科 の 原点 は 、埼玉 県立 不 動 ヶ 岡誠和高校 に お け る 研究開発

実施報告会 （高等学校社会福祉科等に 関する 調査内容 ： 1調査校、ff学科等 にっ い て 、皿 生徒募集に つ
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高 校 福祉科 の 設置 と高校 生 が福祉 を学ぶ 意味

い て 、IV教科及び科 目につ い て 、　 V 現場実習 （科 目　「社会福祉実習」 に つ い て）、　 VI教員に つ い て、冊

教材 に つ い て 、皿 施設設備 に つ い て 、D（入 学者 の 志願状況 と卒業後 の 進路等 に つ い て 、　 X 介護福祉 士 国

家試験 の 受験状況 につ い て、XI各校 の かか ける課題 と今後 の 組 織化 の 取 り組 み につ い て 実施 され た）

にあ る とい っ て も過言で は な い 。池田は 当時の こ とを 「ホ テ ル カ ス カ ベ で
… ・

」 と話す。後 の 新教科

「福祉 」の 創設の 源流は こ の ときに 始ま っ た。私学の 先駆性 と問題 の 共有化 に よ る組 織づ く り
・
そ の 実践

上 に つ くられた側面 が ある。教科福 祉 の 誕生 を 目指す高校福祉教員に よる ソ
ー

シ ャ ル ア ク シ ョ ン が され

た の で あ る。1994年 7 月 31 日、第 2 回 全 国福祉系 高等学校連絡協議会が 開催 され る。（内容 は   参加

者 よ り出され た意見 を集約   自己 紹介と各学校 の 状況説 明   懇談会）同年 8 月 1 日、全国福祉科高等

学校学校長 ・学科主任 会議 が開催 され る。内容 は 、 1 出席者 の 紹介 H 報告   福井県立大野東高校  

埼 玉 県 立 不動 ヶ 岡誠和高校   福 岡県杉森女 子高校 皿 研 究協議 質疑応 答内容 1
、 ボ ラ ン テ ィ ア活動の

単位化 は あ る の か ？　2 、施設実習 の 受け入れ 人数 は ？　3 、施設実習受 け入れ につ い て （専門学校 との

競合） 4 、実習施設 の 条件は ？ 5 、社会福祉実習の 振 り替 えは どうして い るか ？ 6 、施設実習の
一

日

の 単位時間は ？　7
、 社会福祉 実習 （施設実習）の 内容 ？ 8 、社会福祉演習 との か か わ り等で あ っ た。

1984年 9 月〜日本社会事業大学地域福祉 コ
ー

ス ・福祉教育研究プ ロ ジ ェ ク ト 「全 国高等学校福祉科 ・福

祉 コ
ース 調 査 （福祉 を 教 え て お られ る先 生 へ の ア ン ケ

ー
ト）」 が 実施 され る。

並 行 し て 全 国福祉科高等

学校の 及び福祉教育実態基礎調査 が 全 国高等学校長協会家庭科部会福祉科高等学校校長会 によ り基礎調

査行われ て い く。
s
　 1994年 7 月22〜24 日、第19回 日本福祉大学社会福祉夏期講座 「一

福祉教育の 在 り

方 一
（F ブ ロ ッ ク ： 高等学校福祉科 の 教育 を中心 と し て ）」 が 実施 され る 。 そ の 後 、

1995年 10月 12〜13

日、静岡県伊豆 長岡 に お い て 第 1 回 全 国高等学校長協会家庭科部会福祉 科高等学校長会 ・学科主任会

議 開催が開催 され 福祉 科 運営上 の 問題 を 課 題 と しなが ら発 展 し て き た の で あ る。

　1993年 （平成 5 年 ）12月 17 日に兵庫県立 日高高等学校 にお い て 「1992 ・1993年度文部省指定高等学校

教育改革推進協力校発表大会」 が 行わ れ 、4 点の 研究報告が され て い る。 Il990年 3 月　「学校におけ る

福祉教育 カ リ キ ュ ラ ム 」 県教委 よ り委 託 、H 平成 3年度 よ り福祉教育推進指定校、皿 1992年 8 月 末 高

等学校教育改革推進 指定を文部省 よ り受 ける、IV総合学科 と して の 福祉 の 研究発表がな され今後 の 福祉

科の 在 り方が模索 し実践しそ の 可能性が 発表 され て い く こ と と になっ た e 当時の 高校福祉科 の テ キ ス ト

は 、 専門学校に お け る介護福祉 上養成講座 テ キ ス ト （中央法規出版）
9

を 3 学年 の 中で 分割 し使用 して

い た 状況 にあっ た。教科 書 とい うもの が な く、国家試験 問題 が 養成講座 テキ ス トから出題 される こ とも

あっ た。又 実習施設 も専門学校 の 設備 ・備品 に 近 い 形で 整 え られ て い る学校やそれ以上 の 設備を有す る

学校 もみ られ る よ うな状況で あ っ た 。 実際に教科指導をす る上 で は 家庭科や衛生看護科 ・社会科 の 教員

が これ にあた っ た。 こ れは前 に述 べ た 1986年 9 月 30 日の 内外教育に掲 載 され て い る。岡山県教育委員会

は 、岡 山 県立吉備北陵高等学校 生 活 福祉 コ
ース の 設置構想 を 述 べ て い る。福祉 系科 目担 当 の 教員 は 家庭、

看護 、社会科教員 を有機 的な体制 を組 んで あ る と して い る 。 平成12年度よ り実施 された新教科 「福祉」

現職教員等講習会 の 教員要件 と重 な っ て い っ た。
’°

し か し岡 山県 は、構想 で あ っ て 開校ま で には至 らな

か っ た。又 、是非論 は 別 に英語 や 理 科 の 教員が先駆 的な実践を 重 ね た 経緯も あ る こ と も確 か で ある。福

祉 が 広 く認知 されず未成熟期 の 結果 で あ っ たが全国で 先駆 的な実践 された高校福祉科教員 の 熱 い 情熱 の
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下 で 手 探 りの 中で 実践 を重ね られ た時期で もあ っ た。

　平均寿命が延びるに従い 私たちは誰で も長 生 き が で き る時代 に な っ た。逆に 「よ ほ ど の こ とがな い 1垠

り自分 の 意志 で死ね ない 」 ともい える。身体は 医者に 、教育は学校に 、死 は 宗教家に 預け て い る身 で あ

る。少子高齢人 口 減少期 に 生 き る私 た ちは 、漠然 とマ ス コ ミ報道を通 して 高齢社会 につ い て 理解され て

い る。し か し、私 た ち は、毎 日 を何事 もなく 自己 完結型 の 生活 を享受 し、傍 らに要介護 の 家族 を抱え て

い る家庭 もある。高齢社会 で あ る こ とを現実味を帯び て 実感す る。高校生 に福祉を教育をする意義を何

処に見 い だ せ ば よ い の で あ ろ うか。少 子 高齢化 は 何処 で 感 じ られ る の で あ ろ う。統計資料 の 人 ロ ピ ラ ミ ッ

ドか らは 確 か に読み取れ る 。 し か し 、 そ れが
一

人 の 人間 と して 生きて い る高校生に理解 で きるもの で あ

ろ うか 疑 問 で あ る。た と えそ れ が理 解 し えた と し て も福祉 を学 ぶ 意義 とな るもの で あ ろ うか。統計を も

とに した学びが根拠 になるで あろ うか。平均寿命をみ て も女性の 方が 長生 きで あ る こ とは読み取れ る 。

総務省統計局 の 我が 国 の 人 ロ ピ ラ ミ ッ ド2000年 10月 現在 の グ ラ フ を見 る と男性 の 76歳 か ら87歳ま で が第

二 次世界 大戦 の 影響 と記 され て い る。
n

戦争の 時期 に 結婚 され た女性 は 、終戦後 に最愛 の 夫が 帰っ て く

るこ と を信 じ待ち続け人たちが存在す る 。 人 ロ ピ ラ ミ ッ ドに潜む数字 の 意味を体現 させ て い ただく こ と

が で き る 存在 が今 の 高齢者 で もあ る。

　高校福祉科 も福祉系大学も乱 立 状態で あ る。ホ ーム ヘ ル パ ーの 養成 に い た っ て は 大手 の 企業 が 参入 し

福祉 ビ ジネス と し て 参 入 して い る。福祉 の パ ラダイ ム の 転換が教育現場や福祉現場 に怒濤 の ご と く押 し

寄せ て きて い る。又 、ホ
ー

ム ヘ ル パ ー養成研修は、福祉系学校に と ど ま らず家庭科を中心 と した職業科

（
一

部希 望者 を対象に商業科の 中で も実施 され て い る）で も行わ れ て い る。こ の 養成研 修を通 し て 生 徒

自身が高齢に な る こ との 意味や高齢社会 の 中で 自らが生 きてい く姿が 学び取 る こ とが で きれ ば望 ま し い

と 思 う。

　高校 生に福祉 を学ぶ 意義を個 々 の 人生設 計と して と らえた い 。
「老 い る こ と1 は 、物忘れや 耳が遠 く

な る こ とで ゆっ くりと自覚 され て い く。加齢 に伴 うADL の 低 ドに よ り生 じ る不 自由で あ る。四 〇歳代 で

見 られ る 四 十肩 、五 〇 歳代 で 見 られ る 五 十肩、更 年期障害、老 眼 と い わ れ る生 理 的 な 機能低 下 は 「老 い 」

の
一

つ の 姿に ほ か な らな い 。 あ る 人 は 生活習慣病 か ら内部 障害 に な る こ ともある。腎機 能 の 低 下による

人 工 透析 、心臓 へ の ペ ー
ス メ

ー
カ の 装着 、人 工 こ う門等 々 に よ る内部障が い もあ りうる。又 、交通事故

等 に よ る 上肢 下肢 の 機 能低下や欠損、ある い は脊椎損傷等に よ る障が い もあ りうる。脳 疾患に よ る 上肢

下肢 の まひ や言語障が い な ど 人生 の 時間軸の 中で い つ 障が い を持 つ かわ か らな い 。 「老 い 」 は、精神 と

肉体が 時 に 緩や か に 受 け入 れ て い く。私 たちは、「老 い 」 を時間軸の 中で 向き合わ ざる を得な い の で あ

る 。 老 い て も障がい の 有無にかかわ らずに普通 の 暮 ら しが 支えられ る福祉社会を構築 し なければな らな

い 。社会福祉サ
ービ ス の 利用 の 仕方や家族 から地域住民への 広が りを持 っ た障 が い 者への 援助

・支援 の

あ りよ うを教育され る こ とが大切 で あ る。必 ず 老 い て 障 が い を 持 つ 人 が す べ て で は な い 。統計学的 に は

65歳以上 の 高齢者 の Y4が障 が い を持 つ 老 入
・
要介護老人 で あ り、Y4に優良な老人が い る わけ で ある。全

体の 5 パ ーセ ン トが施設入所 とな りえるわけ で ある。
12 一

人 の 高校 生 が い つ の 時間軸で 障が い を持つ 側

にな るか 予測が つ か な い こ とで あ る が 、少 な く と も自分 あ る い は 自分 の 生 活 環境下 の 傍 らに い る 人 が障

が い を持 つ こ とで ある。三 人称 と して の 存在で は な く
一

人 の 人 と して 支 える 術 を知 っ て い る こ とが 大切
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で ある。そ こ に私は福祉 を学ぶ根拠 を見 い だ した い 。

　2000年 に新教科 「福祉 」 現職教員等講習会 とい う具体的な形 で 高校現場に そ の 姿を現 した。こ の 講習

会参加者は 、各都道府県教育委員会 の 意向 で 選 抜 された。当初は現職教員講習会 の 位置付 け と し、現在

高校福祉 の 教科 に携わ っ て い る現職教員が 対象 と し た教育委員会の 判断 が み られ る よ うで あっ た 。
し か

し各都道府 県教 育委員会 に教科 「福祉」 の 担 当者は福祉に対する理 解が十分に され る職員は と はい い 難

か っ た。各都道府県教育委員会に福祉に対 し専門的な担当者が い な い こ とに起因す る。基礎免許 として

公 民 ・家庭 ・看護 の 有す る も の を 各都道府県教育委員会が 福祉に か か わ る 教員 を 念頭 と し なが らも基礎

免許 があるの で 参加 され た状況 に あ る 。 講習会は 、 初めて 新教科 「福祉」 に 関心 を持た ざるを得ない教

員や既に校内で 担当され て い る教員 との 格差が生 じ た。過去 に は 、高校保 育科が存在 し た。が 、1995年、

高校保育科は高卒に よ る保育士 養成 の 道を閉 ざした。それ とともに全 国 の 高校保育科 は 、 学科改変 1993

年前後か ら改変に 入 っ て い る。文部省に お い て は保育技術検定 （1 ・2 ・3 級） と し家庭科技術検定 の

一
つ と して 存在 した。過去 の 職業教育は 、資格 に 振 り回 され 時 々 の 社会情勢に振 り回 され て きた こ とは 、

工 業科 ・商業科 ・音楽科 ・観光科 ・保育科 ・情報処理等 の 推移をか らもわ か る 。 高校福祉科は 、介護福

祉士 資挌取得を目指す至 上主義的な傾向にある こ と も事実 で ある。高校 へ の 入学 は 偏差値 を持 っ て ス ラ

イ ス され 選択 され て い る こ と もある。高校に学ぶ生徒 の
一

部に は、生 活問題 を抱 えて い る こ ともあろ う。

教科福祉 は 、偏差値の 高 い 進学校 に は設置 され て は い な い 。履修 の 対象に 考え られ る こ ともな い。教科

福祉 は 、新設学校や総合学科 、保育科等 の 職 業科 か ら次 の 時代 を見越 した改変 で あ り設定 で あ っ た 。 20

00年度前後 か らは衛生看護科 か ら学科改編 を して 福祉科 に変わ っ た学校 もあ る。衛生看護科 の 実習教材

備品が福祉科に 改変 しやすい こ とも上げ られ る。高等学校 に お け る 生徒募集の 減少 傾向や保育科、衛生

看護科 の 生徒募集停 止 等 の リス トラ策 と し て の 福祉科 で は な い はずで あ る 。

4 ．ま とめ

　高校福祉科は 、直接的 に利用者に か か わ る実習場 面 が あ る。こ こ で は 、17歳の 生 徒 に 予 想に つ か な い

ドラ マ が待 っ て い る 。 保育は 生徒 自身 が通 っ て きた出来事 で あ る 。 い わば過去 の出来事 で あ りそ こ で 起

き て い る場面を認識やす い 。 し か し、福祉 はまだ体験す る こ との ない 生徒 の 未来像の 断片を垣 間見る こ

と に な る 。 さら に 将来お い て あ る か も しれ ない 中途障が い もそ こ に は 考え られ る 。 単に 高齢者に と どま

らず 「老 い 」 や 「病 」 や 「障が い 」 を抱え る 人 に かかわ る 上 で 人権 とは 何 か を柱 に した考 える教科 目 と

し た い 。人権を柱と した教育内容は、対人 関係能力や生徒 自身 の 生 き方に対す る問題 で もある。「老 い 」

や 「病」 や 「障が い 」 を持た れ た方の 人権を 通 して 、生徒自身 の 人権意識 や他者 との か か わ りに お け る

人権を考 え させ る こ とになる 。 生 き方教育で もあ り生涯 学習の ある現実社会の 生徒 へ の 強 い メ ッ セ
ー

ジ

で もあ る。又 福祉科 目は 「オーバ ー
ケ ア とは 何 か 」 を考 え させ 生 徒 の 他者 へ の か か わ り方 を問 うもの で

あ る 。 他者 との か か わ りは 生徒 自身が 、か か わ っ て い く こ と で あ り、そ こ に は 自己覚知 が さ れ、生 徒 自

身の 事例 を持 ち次 へ の ス テ ッ プす なわち進 路意識 へ と変 化 して い く。 普通科の 生徒に み られ る よ うに マ

ス コ ミ情報 に よ り感 じた 問題意識 で は な く、実際 に 利用者と 対面 し利 用者 の 生活揚面 の 中か ら生きた事

例 と して 生徒の 生 き方や学び方 を問う科目で あ る 。
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　2000年 6 月 に社会福祉法が施行され 地域福祉 が位置付 け られた。 こ の 地域福祉 にお ける地域を支える

住民 と し 17歳 の 生徒が担 っ て い く。
こ の 地域福祉 の 担 い 手 と し て 福祉 教育の 在 り方 は 重 要な意義を 持 っ

もの で ある 。 新教科 「福祉 」 はそ の 実践的プ ロ グラム を提供で きる とともに 21世紀の 「老 い 亅 や 「病 」

や 「障 が い 」 を も っ て も残 存能力 を 発 揮 し、活動 し社会参加 で き る豊か な社会を創造す る担 い 手を育て

る教育で もあ る 。 文部科学省初等中等教育局職業教育課 の 矢幅清 司は、従来 の 職業科の 位置付け は変わ っ

たと述べ て い る。普通科 の 下に職業科が あ るの で はなく並行に あ る もの で あ る。新教科 「福祉 」 は、従

来 の 職業科 の 位置付 け を 見直 しや 地 域福祉 を育む 担 い 手 の 側 面 を色濃 く持ちなが ら、17歳前後 の 生徒 の

人権意識や 自己変容を促 し 「生 き方教育」 で もあ り生涯学習の 必要性を具体的に提供 で き る科 目で ある。

単に新 しい 教科 目 と して の 取 り扱 い だけで な く多くの 可能 性を持 っ た教科と し て 位置付け、設立 の 経緯

を踏ま えよ り実践的 で 実効性 の ある高校福祉 科の 在 り方に つ い て新教科 「福祉」 を通 して 提示する 。 福

祉 関連科 目の も う
一

つ の 側面 は 単
一

教科で 自己完結 しな い こ とで あ る。全教科 にかかわ っ て 理解 され る

教科で あ る。福祉関連科 目は 縦 ・横 に 縦断的 で あ り横断的 で あ る。一
つ の 教科 目の 内容は他教科と の 関

連 も生 じ統合化を常 に 求められ る。そ の こ とがや がて 「利用者に寄 り添 う」 こ と に つ なげた い 。

　実習記録 の 内容 か ら生徒 自身は、利用者 との 世代間ギ ャ ッ プ に 戸惑い なが らもぬ くも りを皮膚感覚 と

し強 く感 じ取 っ て い る。利用者を よ り身近な 「一人 の 人間」 とし感 じて い る 。
か か わ りを うれ し く思 い 、

感動 し、戸惑い 、謙虚 さを思 い 起 こ して い る。高校生 自身が今後 の 人生福祉への 希 望を持ち得 た こ と は

大変嬉 し い こ とで あ る。
13

利用者 との か か わ りは、利用者の 内側に も高校生 との か か わ りを楽 しみ、嬉

し く思 うの で あ る。人生 の 先輩 と し て何か を伝え よ うと し 恋 の 話や戦争体験等 々 の お 話 を され る。高校

生 に 心 の 内に内在す る利用者 像は鏡 に映 し 出され る虚像 を見 い だ し て い る。多感な青年期に 内在する 心

の 鏡に尊厳 ある利用者 と して 見 い だ し て い る 場 で あ る。心 の 鏡が 凹面鏡で あ れ ば虚像は 実像よ り大 き く

な り、凸面鏡で あれ ば小 さい 像と な っ て し ま う。 平面鏡に 映 し出され る利用者像は 、 左右反対 とな り虚

像 で あ る。か かわ る 教員は、生徒に寄 り添 う生徒 が 見い だ した像に寄 り添わなけれ ばな らない 。 J ・デ ュ
ー

イ の 経験的学習 の 場 で もあ り生 徒 自身 の 本 づ く りで あ る。
「4’15

教員 は 、そ れ ぞ れ の 生徒の み が 知 る利 用 者

像を 生徒 と利用者の 関係を通底す る 支援を し なければ い けない 。生徒 に内在す る利用者像 をデ フ ォ ル メ

す る こ とな く生徒 に 寄 り添 うこ とに より生徒 自身が 自己覚知す るか らで あ る。そ こ に
一

人称
・

二 人称 と

して の 利用者を見い だす か らで ある。
15

　生徒 自身が 自己覚知する こ とで 潜在 し て い る も う
一

人 の 自分 に気 づ き、自己変容に進む と考 える。身

近 に か か わ る 他者 を見 比 べ る の で は な く
一

人 の 人 と して 内在化 で きる よ うに な る。同時に 自身 の 将来に

向け て 自己決定が され 自己実現 で きる道程 が つ くりだ され る の で あ る 。 介護福祉 士 専門職養成に 特化す

る の で は な く教科福祉 の 学習を通 し、実習 場面を丁 寧 に 振 り返 り、生徒 の 自己 覚知
・

自己変容
・自己 決

定 ・自己 実現する営み 支援す る の で あ る。そ こ に 21世紀 の 担 い 手 と して の 福祉像 を 描 き だ せ る 力 に 気付

かせ る こ とが肝要 で あ り、結果 的に そ の 学び が介護福祉 上国家試験に 結びつ くこ とが望ま し い 。福祉像

は、福祉職 と して の 福祉像 もあるが人生福祉 として の 福祉像であ っ て ほ し い 。教科福祉は前に述べ た よ

うに 全 国の 高福祉科教員が望ん で創設 され た 科 目で あ り、与 え られ た科 目で は な い 。そ の 創設 に か か わ っ

た全国福祉科教員 の 熱 い 思 い が 原動力 で あ り源流 となっ て い る 。
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　か か わ る 生徒 の 傍 ら に 居 る 利用者 の 存在付 け が 問 わ れ て い る気が し て な らない 。生 徒 は 、利用者か ら

自分 た ち が 感 じ え な い 生 活 体験 を利 用者か ら 聞 き、戦争 の 悲惨 さや 今の 生 活 の 有 り難 さ を 感 じて き て い

る 。 時代背景 の 違 い に よ る文化、生活体験の違い を しっ か り と受け止 め て い る 。 そ れ だ けの 事実 を持 っ

て し て も利用者 とは 、生徒 とほ ぼ同 じ地域 の 文化 ・歴史 の 「語 りべ 1 で あ り伝承者 で もあ る。単に利用

者が 施設 サ
ービ ス を利 用 して い る の で はな く、利 用者 の 自立 支援 を 目指す施設 の イ メ

ージ を大き く崩す

もの で あ る。利用者 と は施設機能 ・
サ
ービ ス の 利用者で な く活用者で な ければならない 。介護保険権が

導入 され 施 設 も利用者 の サ ービ ス 提 供 で な く施 設 機能 を 提 供 し活 用 され る 施 設 で な け れ ばい け な い 。利

用者 は、生徒と生活圏 を ほ ぼ 1司じとす る 生活 ・文化 ・歴史 の 「語 りべ
」 と し て の 情報を持 っ た シ ン クタ

ン ク とい 言 う認識に 立 て ない だ ろ うか。前国連事総長 ア ナ ン は 「老人 は 生き た 図書館で あ る 」 と述 べ て

い る 。 利用者は 施設機能を 活用 しつ つ 、
一

方で は 地域の 生活
・
文化

・歴史の 「語 りべ 」 と し て の 情報を

持 っ た シ ン ク タ ン ク で あ る。

註

12345678

9

　
10

　
H

　
12

　
13

　
14

　
15

　
16

矢幅清司
・細 江容子 共 著 『高等学校学習指導要領 の 展開』 （福祉編）明示 図 書出版  　2000年

村 上 尚 三郎 ・阪 野貢 ・原 田 正 樹 『福 祉 教育論』  北 大 路 書房 　1998年

文部省 『高等学校学習指導要領解説』（福祉編）実教出版  　2000 年

西 日本新 聞 1986年 9 月 23日　火 曜 日 19版社会 　（22）

高橋智 『日本 福祉 大 学 紀 要 』（第91号 ・
第 1 分 冊〜福 祉 領域 ） 1994年 8 月　P．108〜P．144

加藤健 『研 究 開 発 実施報 告 書』埼 玉 県 立 不 動 ヶ 岡 誠 和 高等学校　1993 年

加 藤 健 『研 究 開 発 実 施 報 告 書 』 埼 玉 県 立 不 動 ヶ 岡誠 和 高 等 学 校 　 1993 年 　 P．197

全国高等学校長協会家庭科部会福祉科高等学校校長会基礎調査 　『全 国福祉科高等学校 の 及 び福祉教育実態

基礎調査報告』　全国福祉科高等学校基礎調査集計係　 1985年

福祉士 養成講座編集委員会編　『介護福祉 士 要請講座 』　中央法規出版  　全 14巻 　1997年

平成 12・13・14年度　新教科 「福祉 」 現職教員等講 習会 テ キ ス ト 文 部 省　平 成 13年 よ り文 科省

総 務省統 計 局 　http：〃 www ．　stat ．go ．　jp／data／kokusei／2000／kihon1／00／00 ，　htm

柴 田 博 『保健 婦 雑誌 特集 ケ ア メ ネ ジ メ ン ト』（Vol ．53　No．12） 医学書 院　1997 年 P．987

杉 本
一

義 『人 生 福 祉 学 入 門』　  ぎょ うせ い 　2001 年

山 田英世 『J ・デ ュ
ー

イ』　清水書院　1994年

J ・デ ュ
ー

イ著 松野安男訳 『民主 主 義 と教育　上 ・下』 岩波文庫2002年

養老 孟 司 『異見あ り』 文 春文 庫　2003年　P．17

一 49 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


